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　（そのⅣ）〝せん〟原木からの単板歩止り

1．調査の概要

　調査対照の原木は、〝ぬかせん〟〝おにせん〟の混
じた、合計21本であり、第1表に示す通りである。

　単板は4.5厘（1.4m/m）厚さとし、その品等区分は全
て乾燥後の選別に基いており、従って単板延びは材積
から除外されている。玉切りは、6尺、3尺、2.5尺
2尺の他、テーブルトップ用の3.5尺を含んでいる。
　歩止りは全て購入石数に基いている。

　2．調査　結果
　調査に得られた結果は、第2表に単板材積及び材積
比率を、第3表に石当り単板平方尺及び歩止りを示し
た。

　3．考　　　察
　調査結果から考察すると次のことが言える。
①　国内向一般合板を対照とした場合、〝せん〟原木
　からの4.5厘厚さ単板の綜合歩止りは、平均55％
（約1,220平方尺／石）と見られる。
②　原木品等別の単板歩止りは、Ⅰ等原木で59％（約
  1,310平方尺／石）Ⅱ等原木で56％（約1,240平方尺
  ／石）、Ⅲ等原木で51％（約1,080平方尺／石）とな
　っている。
③　原木品等と単板等級との関係は、大体次の通りで
　ある。

（a）〝せん〟原木全体としては、甲乙板比率は

　5：5であるが、Ⅰ等原木では6：4、Ⅱ等原木では

　4：6、Ⅱ等原木では5：5となっている。

（b） 甲板中、1．2．3等単板の比率では、せん原

　木全体では、甲1＞甲2＞甲3であり、Ⅰ等原木及

　びⅡ等原木共甲1＞甲2＞甲3で、Ⅲ等原木では甲

　1＞甲3＞甲2となっている。

（c）製品単板の形量別に関しては、価値の高い

　3尺×6尺一枚物の単板は、出来高の中、Ⅰ等原

　木では50％、Ⅱ等原木では30％、Ⅱ等原木では

  10％を占めており、原木等級において大差が見ら

　れ、しかも、この中の甲板一枚物の単枚は、Ⅰ等

　原木で40％、Ⅱ等原木で15％、Ⅲ等原木では8％

　で、更に甲1等3尺×6尺一枚物の単板は、Ⅰ等原

　木で22％、Ⅱ等原木で9％、Ⅲ等原木では4％と

　なっていることは、甚だ重視すべきである。

④　原木の径級別に見れば、直径が大となるに従って

　必ずしも全体の収率は良くなっていないが、直径が

　大となるに従って、価値高い3尺×6尺単板の収率

　が大となることは認められる。

⑤　廃材率は、平均して剥芯は約10％、端切は9％で

　あった。

　　（そのⅤ）〝せん〟原木の価値歩止り

　　　　　　　及び原木格差

　単板歩止りの結果に基いて、〝せん〟原木における

価値歩止り及び原木格差を算定した。

  〝せん〟原木の径級別品等格差は、第4表、第5表

に示す通りで、Ⅱ等原木を100とすればⅠ等原木は

126.1、Ⅲ等原木は84.3となる。









註：1．上段数字は石当り平方尺　　　2．下段数字は単板歩止り



    （そのⅥ）〝たも〟原木からの単板歩止り
   1．調査の概要

　調査対照の原木は合計12本で、第1表に示す通りで
あるが、直径1.50尺上の原木及びⅢ等原木は得られな
かった。

　単板は4.5厘（1.4m/m）厚さとし、品等区分は乾燥後
の選別に基いているので、単板延びは材積に含まれて
いない。歩止りは購入石数を基礎としている。玉切
は6尺、3尺、及び3.5尺のテーブルトップ寸法であ
り、2.5尺、2尺は採材しなかった。

　2.調　査　結　果

　調査に得られた結果は、第2表に単板材積及び材
積比率を、第3表に石当り平方尺及び歩止りを示し
た。

註1．上段数字は石当り、平方尺　　　2.下段数字は単板歩止り。





　3．考　　　　察
　 調査結果から考察すると次のことが言える。
（1）国内向一般合板を対照とした場合、〝たも〟Ⅰ等
　 及びⅠ等原木からの4.5厘厚さの単板は、平均42％
　 （約925平方尺／石）と見られる。
（2）原木の品等別単板歩止りは、Ⅰ等原木で37％（約
　 815平方尺／石）Ⅱ等原木で42％（約925平方尺／石）
　 と等級の低い方が収率大となっている。
（3）原木品等と単板等級との関係は、次のことが明ら
 　かにされている。
　（a）Ⅰ等原木、Ⅱ等原木の綜合では、甲乙板の比
　　率は4：6であり、又Ⅰ等原木でも、Ⅱ等原木でも
　　4：6の比率を示している。
　（b）甲板中、1．2．3等の歩止り比率は、Ⅰ等原
　　木、Ⅱ等原木の綜合では、甲1＞甲2＝甲3である
　　が、Ⅰ等原木は甲1＞甲2＝甲3で、Ⅰ等原木では
　　甲1＝甲2＝甲3と甲板等級間に差は認められない。
　（c）単板の形量別に関しては、価値の高い3尺×
　　6尺一枚物の単板は、出来高の中、Ⅰ等原木では

　　40％、Ⅰ等原木では30％であり、この中の甲板一
　　枚物の単板は、Ⅰ等原木もⅡ等原木も共に15％で
　　ある。又甲一等3尺×6尺一枚物の単板も、Ⅰ等
　　Ⅱ等の各原木でも7％で大差は見られない。
  (4) 原木径級別では、直径が大となるに従って収率も
　  良くなる傾向は見られる。
 （5) 廃材に関しては剥芯は約12％、端切は約6％であ
　　  った。

　　（そのⅦ）〝たも〟原木の価値歩り
　　　　　　　及び品等格差

　（そのⅥ）の単板歩止り調査結果に基いて、〝た
も〟原木における価値歩止りを算定した結果は第4表
にり示す通であり、これに基いて算出すると、〝た
も〟原木の径級別品等別格差は、第5表に示される通
りである。綜括的に見れば、第6表に示すごとく、
　〝たも原木〟ではⅡ等原木を100とすれば、Ⅰ等原木
は93となつている。

　　（そのⅧ）〝しころ〟原木からの単板歩止り

   1．調査の概要
　調査対照の原木は合計13本で、第1表に示す通りで
あるが、Ⅰ等原木及びⅡ等級13.0～1.45の直径階に属
する原木が得られなかった。



註  1．上段数字は単材材積
　　2．下段数字は材積比率



　単板製品は4.5厘（1.4m/m）厚さとし、品等区分は乾燥
後の選別に基いているため、単板延びは材積に含まれ
ていない。歩止りは購入石数を基礎として算出した。

　2．調　査　結　果

　調査により得られた結果は、第2表、第3表の通り
である。



註  1．上段数字は石当り平方尺　　　　2．下段数字は単板歩止り

　3． 考　　　　察
　調査結果より考察すると次の通りである。
①　国内向一般合板を対照とした場合〝しころ〟Ⅱ等
　及びⅢ等原木からの4.5厘厚さの単板は、平均40％
　（約880平方尺／石）得られる。
②　原木の品等別単板歩止りは、Ⅱ等原木で41％（約
　900平方尺／石）Ⅲ等原木で40％（約880平方尺／石）
　と大差は見られない。
③　原木品等と単板等級の関係は、大体次のことが考
　えられる。
　（a）Ⅱ等原木、Ⅲ等原木の平均では、甲乙板の比
　　率は45：55であるが、Ⅱ等原木では、5：5Ⅲ等原
　　木では4：6である。
　（b）甲板中、1.2.3等の歩止り比率は、Ⅱ等原木
　　Ⅲ等原木の綜合では甲1＞甲3＞甲2であり、Ⅱ等
　　原木では甲1＞甲3＞甲2であり、Ⅲ等原木では
　　甲3＞甲2＞甲1となっている。
　（c）単板の形量別では、価値の高い3尺×6尺一
　　枚物の単板は、Ⅱ等原木では出来高の18％、Ⅲ等

　　原木では出来高の36％を占めているが、この中で
　　甲板一枚物の単板は、Ⅱ等原木で12％Ⅲ等原木で
　  15％となっており、且甲板1等2等は両原木共約
　　10％と差は見られない。
④　原木径級別では、直径の大なると共に収率は必ず
　しも多くならず、Ⅱ等原木では大径となるに従って
　甲板の収率は大となり、Ⅲ等原木ではむしろ大径と
　なるに従って乙板が大となっている傾向が見られる
⑤　廃材に関しては、剥芯は約8％、瑞切は12％であ
　った。

　　（そのⅨ）〝しころ〟原木の価値歩止り
　　　　　　　及び品等格差
　（そのⅧ）の単板歩止り調査結果に基いて、〝し
ころ〟原木における価値歩止りを算定した結果は、
第4表に示す通りであり、これに基いて算出すると、
〝しころ〟原木の径級別等別格差は、第5表に示され
る通りである。綜括的に見ると、第6表に示すごとく
〝しころ〟原木では、Ⅱ等原木を100とすれば、Ⅲ等
原木は77.1である



　（そのⅩ）〝かつら〟原木からの単板歩止り

1．調査の概要

　調査対照の原木は第1表の通りで、Ⅲ等原木及びⅠ
原等木の直径階1.00尺～1.25尺のものがなかった。

第1表　供試原木綜括表

　製品単板は全て4.5厘（1.4m/m）厚さとし、単板の品
　等区分は全て乾燥後に行った。従って単板延びは材積
　中に含まれていない。又歩止りは購入石数に対して算
　出した。

　2．調査結果

　調査結果は第2表及第3表に示す通りである。
　
3．考　　　　察

　前述の如くⅠ等原木の直径階1.00尺～1.25尺に属す
　るものが無かったが、之等を推定して考察すると、次
　のようである。
　  (1) 国内向け一般合板を対照とした場合のカツラ原
　　  木からの4.5厘厚さ単坂の綜合歩止りは、平均44
　  　％（約980平方尺／石）と見られる。
　 （2）原木の品等別単板歩止りは、Ⅰ等原木で50％（
  　　1.100平方尺／石）Ⅱ等原木で41％（910平方尺
　　　／石）と見られる。
　 （3）原木品等と単坂等級との関係については、次の
　　　ことが明らかである。
　　 （a）甲乙単枚の比率は、全体では35：65である
　　　　　が、Ⅰ等原木では、40：60、Ⅱ等原木では
　　　　　30：70である。
　 　（b）甲板中1,2,3等の歩止り比率はⅠ等原木、
　　　　　Ⅱ等原木共に甲3＞甲2＞甲1となっており
　　　　　等単板は他樹種に比べて極めて少い。
　 　（c）単板の形量別に関しては、価値の高い3尺

　　　　9×尺一枚物の単板はⅠ等原木では48％で
　　　　あるのに対してⅡ等原木では18％に過ぎず
　　　　その中甲板はⅠ等原木では23％、Ⅱ等原木
　　　　は9％となっており、乙板はⅠ等原木24％
　　 　 Ⅱ等原木9％と、何れの単板もⅠ等原木は
　　　　Ⅱ等原木の3倍を示していることは大いに
　　　　注目すべきである。
　 （d）原木の直径と単板歩止りとの関係は、Ⅰ等
　　　　原木では直径が大になるに従って単板歩止
　　　　りは良くなるが、Ⅰ等原木では1.50尺上の
　　　　直径のものは、1.45尺以下の直径の原木よ
　　　　りもむしろ悪くなる傾向が見られる。
（4）廃材については、端切率はⅡ等原木はⅠ等原木
　  の2倍を示しているが平均約10％で、剥芯率は平
　  均約9％である。

　（そのⅩⅠ）〝かつら〟原木の価値歩止り及び
　　　　　　　原木格差

　第3表に基いて算出した〝かつら〟原木の価値算定
結果は第4表の通りである。
　第4表に基いて原木格差を算出結果は第5表、第6表
に示す通りで、Ⅱ等原木を100とすれば、Ⅰ等原木は
138.7である。

　註：各樹種における等級又は径級の欠いているもの
　　　については、今後原木入手の際補添調査する積
　　　りである。



註　上の数字は材績石数
　　下の数字は総収率100としての比率（％）



註　上の数字は石当り平方尺
　　下の数字は単板歩止（％）



－試験部・試験課－


